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Education for a New World 
シスター S・M・シリル 講演
Sister S. M. Cyril 
解説／翻訳　伊藤高章
解　説
　現在アイルランドに本部を置くロレト修女会 Sisters of Loretoは，1609年
に英国人女性メアリー・ワォードMary Wardによって設立された。カトリ
ックへの迫害が強かった同時の英国においてカトリック女子教育は不可能で
あり，ヨーロッパ大陸に英国人カトリックのための学校を作る運動がこの修
女会の設立理由であった。イエズス会系の霊性を基盤とするこの女子修道会
は，正式な名称をThe Institute of the Blessed Virgin Mary（www.ibvm.
org）といい，現在，女子及び児童への教育活動を中心に，世界24カ国で900
名ほどの修道女が活動している。（1812年に米国ケンタッキー州に創設され
た Sisters of Lorettoとは別組織である。）
　ロレトの教育活動は1842年にインドに伝えられ，これまで41の地域で学校
が創設された。現在インド国内21ヶ所で学校教育活動を続けている。コルカ
タ地域には，インド女子教育の最高峰とされるLoreto College, University of 
Calcutta を含む11の学校組織がある。後にマザー・テレサとして知られる
ようになるシスター・テレサ（本名：Agnes Gonxha Bojaxhiu）は，ロレト
修女会シスターとしてコルカタにわたり，St. Mary School for Girls の教師
そして校長を務めた。
　Loreto Day School, Sealdah（以下，ロレト・シアルダ校と標記）は1857
年に創設された。大都市コルカタの基幹駅の一つがあるSealdahという地名
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の場所に所在する，“Day School”すなわち寄宿制でない通学生のための，
女子初等・中等教育学校である。英語を教育言語とする，インド社会におい
ては特権階級の子女が通う学校としてスタートしたこの学校は，そのような
社会的位置づけに疑問を持ち，1979年から大変ユニークな取り組みを始めた。
Rainbowと呼ばれるこの取り組みは，Sealdah駅周辺で路上生活やスラム街
での生活を強いられている未就学の子どもたちに対して，在校生が系統だっ
た教育プログラムを提供するものである。目標は，それらの子どもが年齢相
応の学力をつけ，正規教育のレールに乗ることである。
　月曜の１限目から金曜日の夕方まで，ロレト・シアルダ校校舎の屋上では，
在校生による未就学児に対しての個別学習指導が行われる。在校生にとって
は一週間の時間割に組み込まれた必修の活動である。学校の経費で大学院修
了レベルの資格を持つソーシャルワーカーが複数名配置され，このプログラ
ムに出入りする未就学児個々のファイルが作成される。家庭や生活状況に関
する記載とともに，Rainbowでの学習内容，進捗度，評価が記録されている。
ほとんどの場合，１年程度で修学可能なレベルの学力を習得するといわれて
いる。　Rainbowは，夜間は宿泊・生活の場（Rainbow Home）となる。３
度の食事も提供される。
　就学年齢前の子どもにたいしては，最初から英語による教育がされ，その
ままロレト・シアルダ校の正規生徒として登録されることになる。学齢期に
なってからRainbowに来た子供たちにはベンガル語での勉強になり，ベンガ
ル語を教育言語とする地区の学校への編入となる。いずれの学校に進む場合
も，制服を含む通学に必要な全てのものはロレト・シアルダ校から支給され
る。この負担を支えるために，全世界からのサポーターを求めている。１人
の児童の修学と生活を支えるために，日本円で３万円程度の費用がかかる。
それを支える支援プログラムである。
　現在ロレト・シアルダ校の在籍児童数は約1400名。そのうちの700名程度
が学費を支払って通学する子であり，そうでない700名は，スラム街からの
通学生もしくはRainbow Homeに滞在する学費免除生である。在学生は，学
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費と納入の有無，Rainbow出身であるか否かに関わらず，同じ制服で全く区
別なく授業を受けている。訪問者は在校生の中に明らかな区別を見ることは
できない。ちなみに，この学校全体の学力レベルは，全インドのトップクラ
スである。
　現在ロレト・シアルダ校は，スラム街地域の初等教育普及のため，教材開
発と指導者養成を行っている。これはインド国政府からの委託である。不法
な家内家事労働に捕われている子どもの解放プログラムや，暴力被害を受け
ている路上生活児童のホットラインや保護活動なども展開している。
　これら全ては，校長である，Sister S. M. Cyrilのリーダーシップによって
実現した。この功績により，彼女は，1994年にUNESCOよりThe NOMA 
Award for Spreading Literacyを受賞。2004年には，インド政府より，民間
人が受ける最高位にランクされるPadma Shri勲章（Mother Teresaが受賞
したのと同じ勲章）を受賞している。
　桃山学院大学は，2004年より，国際ボランティア・サークルの学生がコル
カタでのボランティア活動に出かけている。2005年度以降は，海外体験学習
型プログラムとして，全学共通選択科目の一つ「インド異文化・ボランティ
ア体験セミナー」も開講されている。これらのプログラムでは，Mother 
Teresaが創設したMissionaries of Charityが運営する諸施設での活動と同時
に，ロレト・シアルダ校での活動も含まれている。
　桃山学院は，2009年に学院創立125周年・大学開学50周年を迎える。2008
年度後半に，桃山学院大学プレ50周年記念連続講演会を開催した。その一つ
として，大学国際センター「国際フォーラム」との共催で，Sister Cyrilを
招聘し，『Education for a New World』というタイトルのご講演をいただい
た。この講演会は，日本の外務省，在日本インド共和国大使館，そして
Sister Cyril の出身国であるアイルランド共和国の在日本大使館より後援を
得て実施された。
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　以下は，その講演である。
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新しい世界への教育
桃山学院大学開学50周年記念
S.M.CYRIL
Loreto Day School, Sealdah 
122 A.J. C. Bose Road 
Kolkata 700 014
2008年11月24日
過去150年をさかのぼってみると，どれほど世界が大きく変化したかに驚か
ざるを得ません。しかしその変化は，必ずしも良いものとは限らないのです。
50年前，人類史上最も残酷な戦争が残した傷から回復し始めたばかりの世界
は，貧困に喘いでいました。今の新しい時代のこどもたちは，コンピュータ
ーやカラーテレビのない世界などは想像すらできないでしょう。供給が少な
く，生きるためには分かち合いが不可欠な当時の世界では，必要なものを得
るためには待たなければなりませんでした。しかも，多くの場合，待っても
それは私たちの手許にはとどきませんでした。
最近では，それに反して，ほとんど全てのものは，そのためのボタンを押し
さえすれば手に入ります！これは，一種のわがままを引き起こし，ある種の
利己的な人々を創ります。教育は，このことを問題にしなければなりません。
社会が，より競争的で暴力的になってきている中で，こどもたちは，学校で
こそ分かち合いを経験することが必要なのです。若者たちは，命を重んじな
い社会，死が身近にある社会の真只中で成長しなければならないのですから。
講　　演
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暴力とせまりくる恐怖に満ちた社会の中であっても，こどもたちは成長しま
す。高速に変動する世界の中で，最新のポップスターのビートに胸を震えさ
せながら，人生は永遠のハネムーンであり ―すべての女性は若くスリムで
可愛く，すべての男性は強く活動的で成功している― とする広告にさらさ
れながら，生きているのです。しかし，本当は，その世界には消費者主義が
蔓延し，日常の生活秩序は崩壊しています。その社会では，無秩序が自由と
混同され，理想主義が‘堅苦しさ’と見られ，思考の自由と道徳的制約の不
在との区別が出来ていません。
それゆえなおさら，すべての人への愛と誠実，自由と正義といった，『福音書』
（聖書）に示された価値観を生きることが，私たちに強く求められているの
です。消費者主義と貪欲で溢れたこの‘新しい’世界では，金持ちがもっと
金持ちに，貧困に苦しむ人がもっと苦しみ，競争・強欲が広大な自然破壊を
生み出し，こどもたちは傲慢・無秩序のメッセージに絶え間なく晒されてい
ます。こういった中で，教育を担う学校は，頭による理解の普及だけでなく
実際の行いを通して，「福音」（神の示す生き方）を生きる，真の場所になら
なくてはいけないのです。
価値観が人生の舵取りです。これが，私たちの決断と選択の基礎です。価値
観とは，すべての人間の心の奥深くに横たわる幸せへの切望から生まれたも
のです。
私たちの価値観が，私たちを本当の幸せへと導くかどうかは，幸せとは何か
という解釈によります。もし，幸せとは，実際手に入る簡単な報酬（町で一
番のパソコンや，近所での名声等）であると解釈すると，それらが私たちの
生きる価値になってしまいます。一方で，幸せとは，人間の尊厳と親切心に
根ざす関係性，魂の平安，自由と忠誠心であるとするのなら，明らかにそれ
らが私たちの追求する価値です。私たち大人は，どちらの価値が本当の幸せ
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をもたらすのかを良くわかっています。しかし，こどもたちはどうでしょう
か？金と幸せは同じではないと気づくのに，大金持ちの自殺率の高さをみる
だけで十分のように思います。
昔，両親はこどもに生きる価値を伝える際に，他の競合する価値観を気にす
る必要はあまりありませんでした。しかし今日，私たち家族は，テレビやビ
デオ，さらに最近ではインターネットなど，異なる価値を強力に宣伝してく
る別の勢力に囲まれて暮らしています。これらを除外するのは非常に難しく，
自己中心性，自己満足，物質的社会の消費者主義が謳歌されています，そし
て多くの番組は精神的なもの価値を認めようとしません。これからの教育は，
これらに強く立ち向かっていかなければならないのです。
とてもたくさんの価値選択肢があります。しかし，自分に都合の良い価値観
ををそれぞれが勝手に選べばよいのでしょうか。それらどれもが，ほかの選
択肢と同じくらい良いものなのでしょうか。それとも，外的基準があり，そ
れに基づいて選択がなされるべきなのでしょうか？私たち，キリスト教育者
にとっては，もちろんキリストの思想が一番の価値となります。
イエスは，永遠の幸せを得るためにはどうすべきかと問われた時，「心を尽
くし，精神をつくして主なるあなたの神を愛しなさい，また，あなたの隣人
を，あなた自身のように愛しなさい」と答えました。後に，聖ヨハネは，こ
の教えより，「あなたがもし，目の前にいる隣人を愛せないのなら，どのよ
うにして目に見えない神を愛することができるのですか？」と説きました。
これは，幸せと平和と思いやりのあるすべての社会を創る基盤となる考えと
言えます。じつはこの教えは，アジアにあるすべての宗教的伝統の聖典の中
にも見出せるものです。もし，この愛の価値が，本当に世界に拡がっていた
ら，この世界に堕落，搾取，民族浄化，戦争，異種族への敵対心，カースト
制度，アパルトヘイトなどは存在しなかったでしょう。
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残念なことに，私たちが生きている新しい技術主義の世界では，金，権力，
快楽への強い欲求の中で，今までよりさらに，この愛の重要性が無視されて
います。世界が「持てる者」と「持てない者」に二極化しています。一つの
国の中においても，国と国の間においてもこの二極化が進んでいます。そし
て多くの場合，この二極化が，暴力や秩序崩壊を引き起こしている事実を見
逃すことはできません。教育者として，どのように，若者の足元をすくうこ
の消費者主義，物質主義，自己主義の世界に強く立ち向かっていくことがで
きるのでしょうか。私たちの学校自体が，愛，そしてそれに伴う誠実，自由，
正義という価値を若者たちが経験出来る場でないとしたら，教育の中心が欠
如していることになります。生徒にとって，そのことは，後に埋め合わせす
ることの出来ない欠如なのです。この愛の価値は先ほど述べたわがままとは
正反対のものです。愛とは相手の立場になるということです。
多文化多元的社会のなかで，人はその持っている物（美しさ，金，名声，能
力，美徳・・・）に応じて愛される，という幻想の上にたっている社会にお
いて，どのようにして，他者の必要を中心に考えて生きる重要性を教えるこ
とができるでしょうか。これが出来ないと，わたしたちは，所有の幻想に囚
われ続け，「私は持っていなければならない物をもっているだろうか？ここ
で期待されている物は何なのだろうか？」といった不安な自問自答から抜け
出すことがないのです。
この不安は暴力性へと繋がっていくのです。
－自分自身に向けて：要求されているもの，期待されているものを所有しよ
うとする努力
－他者にむけて：自分の‘質の良さ’を他者に認めさせようとする強制
個人への影響としては主にストレス，憂鬱，中毒（抗鬱安定剤や睡眠薬の常
用…），そして社会への影響としては，さまざまな種類のテロや不正行為が
引き起こされます。
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実は「持てる者」にとってさえ，その所有に基づくつかの間の安堵が，次の
瞬間には疑いや不安へと変わってゆきます。人々は私の持っているものやし
たことをどのように評価しているのか，私の存在そのものを認めてくれてい
るのか？と。
ましてや「持たざる者」は，偽装を強いられ，マスクをかぶり，‘メイクア
ップ’をします。自分が‘まやかし’や‘偽者’であると気づかれたり，そ
れが発覚することへの不安が，‘嘘’をつかせるのです。これは，さらなる
拒否や嘘，そしてそれらすべてを含む疎外といった結果になるのです。
これと反対に，真の受容と愛は無償であり，獲得したり，対価を払って得た
り，褒美として受け取ったりすることのできない，贈り物Giftです。
このような無償の受容と愛は，人に深い喜びと成長への促しを与え，自らが
他者に愛を与える力と思いをもたらします。愛の関係がもたらす光と力の中
で他者に向かう時，正義と誠実をもって生きる自由が与えられます。そこに
は満足・喜び・安心感があり，私たちのもっとも深い欲求である，認められ
ること・愛されることを希求する心が本当に満たされるのです。このような
関係性こそが教育の優先事項と言えるのではないでしょうか？
人間同士が関わりあう時間をなくしている社会の中で，私たち学校が，ほと
んどの家庭で失われた‘場’を提供することは，極めて重要です。そこでは，
こどもたちが何を持っているか，何が出来るか，ではなく，彼女らの存在そ
のものが，神の作品として，が愛されるのです。またその場が提供する強い
人間同士の絆が，他者からの評価を気にすることなく彼女ら自身でいること
を可能にするのです。
理想的には，「学校とは，人々が信頼され・尊重され・いつくしまれる場所
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であるべきです。そして，生まれながらの才能や創造性が認められ・それが
十分に発揮されることが喜ばれる場所，個々人の貢献と業績が正当に評価さ
れ，すべての人が平等に公平に扱われる場所です。さらに，経済的貧しさ，
社会的な不利，教育的な不十分さを抱えざるを得なかった人々のためへの献
身が当然とされる場所，それぞれに与えられた潜在的な力が最大限に発揮出
来るような働きかけ，励まし，サポートが与えられる場所，情熱と寛大な心
で助け合い，共に作業する場所であるべきです。」
残念なことに多くの場合，家庭と学校の両方でそのような理解とサポートが
ないため，見せかけの信頼関係を提供するテレビやインターネットで満足感
を得ようとするようになるのです。学校においても，生徒数が多く，校長や
教師は非常に忙しく事務作業に追われ，困難な事例はすぐに ‘専門家’によ
るケアに委ねられてしますような状況の中，こどもがその潜在的な可能性を
十分に養うために必要な，受け入れられる経験，特にゆっくりと関心を向け
てもらう経験をすることが難しくなって来ているといえるでしょう。
おそらくこれは，学校運営に際して，目に見えない特徴よりも，目に見える
特徴を重要視する傾向にあるからでしょう。
教育課程の「目に見える領域」には，数値的に評価できるという特徴があり
ます。例えば授業，小テスト，定期試験，授業計画，時間の正確性，秩序，
学校設備，そしてとりわけ学業成績がこの対象です。これらは測定が簡単で
す。すぐに出てくる結果に反映されるため，生徒にはより多くの労力が要求
されます。
一方で，「目に見えない領域」は，学校内の活動において起こる出来事の質
に関わることであり，かなり評価するのが難しくなります。具体的には，彼
女らの相互関係，価値観，地域社会への関わり，人権の尊重，誤りを赦す力，
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人との調和，などを評価しなければなりません。定量的に計測することが可
能な，習熟度や情報に基盤をおく教育の側面よりも，このような目に見えな
い側面に，学校共同体の健全さはとても大きく依存しているのです。そして
この学校共同体の健全さが，こども自身と，彼女らが幸せで思いやりのある
有能な大人へと発達して行く過程に，大きく影響するのです。こども，特に
貧しい家庭出身のこどもが，学校生活に耐えその能力を開花させるかそれと
も落ちこぼれるか，もしくは，ある生徒が‘自分優先’の人物になるか‘他
者のための自分’という価値観を身につけるか，このような目的にとって重
要なことは，学校自体が持つ教育に対する姿勢なのです。
目に見えるものの重要性は否定しません。しかしながら，私がここで主張し
ているのは，目に見えるものによる評価を超えて，単に‘良い学校’になる
ことを超えて，教育を通しての人間形成に注目することの重要性なのです。
ヨハネ・パウロⅡ世による教皇教書Redemptoris Missoにあるように，神の
恵のもと「人間は，互いに愛し，赦し，そして奉仕し合う存在へと成長して
いくのです。そこでは，個は全ての人間との豊かな交わりの中にあり，そし
て神との交わりの中にある」のです。このような神の恵み実現は，（キリス
ト教信者の枠を超えて）全ての人々の関心事のはずです。具体的には，さま
ざまな悪から開放され，神の恵に導かれ，その方向性を意識しながら，日々
の働きにつとめる，という関心です。
しかしながら，神の恵みの支配とは，概念や教義ではなく，結局は人です。
キリストは，神は本当に私たちすべての人とこの世界を愛すという‘良い知
らせ’を持ってきました。「イエスは言葉をもって，またご自身がまずそれ
を実践することを通して，人間の完全な潜在能力の実現は究極的には神との
一致によって達成される，ということを教えてくれました。この神との一致
は，兄弟姉妹との愛と公正と思いやりのある関係を通して見出されそして達
成されるのです。つまり神の愛とは，周囲への日々の愛，貧困と苦難の中に
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ある人々への思いやりのあるケア，人々を神の民とし，その人々に向けられ
る深い人道的な関心，を通して真に表現されるのです。愛とは，信仰の表現
であるだけでなく，正義と愛と平和に満ちた新しい共同体を実現するための
行動の中に表現されるべきものです。
ところで，私たちの教育機関は，どのようにして，若者たちに，愛に生きる
人々を育成する体験を提供できるでしょうか。私たちのロレト・シエルダー
校での実践例をお話しします。ご存知のように，私たちは，この美しい都市
大阪から遥か離れた，カルカッタで活動しています。しかし，桃山学院大学
というこの素晴らしい大学においても，私たちが大切にしている ‘周りの
人々をあなた自身のように愛しなさい’というキリストの教えを，学生達は
受け継いでいることと思います。私の話しが，日本で必要とされている課題
への皆さん自身による取り組みにとって，何らかの刺激になることが出来れ
ば，と願っています。
この願いに導かれて，私たちの学校の試みを紹介いたします。
私たちは，恵まれない同世代の何百万人のこどもたちは何も提供されていな
いにもかかわらず，一握りの特権階級のこどもに‘質の高い教育’を提供す
る，という正規の学校教育システムに違和感をもちました。
私たちの学校のプログラムは，あらゆる社会的，経済的，宗教的背景を持つ
こどもたちが健全に交われることを目指し，より多くのスラム街や路上のこ
どもたちに学校を開放しています。結果として生徒1400人のうちの700人が，
完全に学費免除の，スラム街周辺から来たこどもたちになりました。
このこどもたちには，必要に応じ，食べ物，制服，薬品，家族の住居が立ち
退きを迫られている場合には家賃補助，そして特別補修授業が提供されてい
ます。
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こういったこどもたちは，授業料を払っているこどもたちと同じように，今
度は自分たちよりもさらに困難なこどもたちに向けての，様々な形での奉仕
活動に参加しています。
このようにしてロレト・シエルダー校は，与え，分ちあい，愛を広めるとい
う価値観を持ち，人類の変革を目指すいきいきとした神の道具となる人々を
生み出す，コミュニティーのためのリソース・センターであろうと努めてい
るのです。
私たちの取り組みの中で見えてくることは，すべての生徒が愛，誠意，正義，
自由の重要性を知り，生きる機会があるということです。これらに基づき，
次のような活動がなされています。
レインボープログラム：一日中校舎の門を開け，路上生活するこどもたちが
都合のつく時間に自由に出入りできるようにします。これらのこどもたちに
向け，第５学年生（10歳）のから上の正規生徒が教師となって，基本的にマ
ンツーマンで授業を行います。正規生徒らの時間割には一週間に二回ずつの
分担があり，その結果，いつ路上生活の子どもが来ても，50名の教師が常駐
している態勢がとれています。もちろん無料です。この方法で，レインボー
と呼ばれている路上のこどもたちは，自分たちのペースで向上し，彼らの学
力が年齢にふさわしいレベルに達すると，通常学校に行けるように支援しま
す。
毎週，10歳から17歳の生徒たちは，カルカッタ郊外の村に行き。そこで，
3500人の村のこどもたちを教えています。これを，農村地区こどもによるこ
ども教育プログラムと呼んでいます。
学校の教師たちはベアフット（裸足）と呼ばれる特別コースを運営していま
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す。ここでは，アクティビティを基本とした教材の開発をしています。中等
教育修了程度の学力を持つの農村部の若者を，現地のこどもたちのための教
師になれるように訓練するプログラムです。これまでに4000人以上を訓練し
ました。現在は，このような教師を訓練できる上級教師の訓練に着手しまし
た。
すべてのレベルで，私たちの学校の生徒と教師は，彼女らを必要としている
人々に手を差し伸ことに忙しくしています。分かち合いや共同作業が，個人
的な野望の達成や試験での高得点よりも重要である，という精神的風土を校
内に創り出しているのです。
卓越した能力を追求していないのではありません。むしろ卓越性を大いに求
めています。違いは，その動機です。個人の達成感のためではなく，他者へ
のサービスが重視されているのです。
そのような雰囲気を作るのに，私たちがしなければならなかったことは，次
のようなことです：
競争のための教育とはっきり区別された視点から，地域社会のための教育に
ついて，教師，高学年生徒，保護者たち自身が徹底的に研究する場を大切に
しています。この結果，競い合いよりも分かち合いを大切にする精神‘与え
られた物は，分かち合う’という雰囲気を学校内に創り出しています。何
百万人の人々が全く教育の機会が与えられていない，というインドの状況の
中に私たちの学校がある，という厳粛な事実を忘れることはできません。こ
こでは，プログラムであれ，施設であれ，サービスであれ，時間であれ，分
かち合える物は何でも分ち合うべきである，という強い決意とそのための日
頃からの準備がとても重要なのです。
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わたしたちは，いかにして多くに人たちに手を差し延べることができるのか，
どれだけ想像力を豊かにしてその可能性を追求できるのか，ということをめ
ぐって，立ち止まることが許されていません。
例えば，もっとも最近の取り組みは，郊外の何の社会資源もないところから
市内へこどもの流入が増加している，という事態に対応したものです。母親
たちは仕事を探しに市内に来ます。こどもたちを監視のいない状況で置いて
くることへの不安から，母親はこどもを一緒に市内に連れて来ます。しかし，
こどもたちは仕事場に入れないので，彼らを近くの路上で遊ばせておくこと
になります。こどもたちはその辺を一日中ぶらぶらし，いろいろなことをし
て過ごします。そして多くの場合道に迷い，家族からはぐれてしまうのです。
私たちは，東バイパス地区の深い運河と鉄道との間にある堤防の上に，何千
もの家族が，滑り落ちそうになりながら不安定に暮らしているのを目の当た
りにしました。彼らに必要なものは何かと尋ねると，「学校が欲しい」とい
う答えが返って来ました。私たちは，それにたいして「教師になれるよう訓
練するから，人材を提供してください」と提案しました。中等教育を半分終
えただけの４人の女の子と２人の男の子の計６名が私たちのところ訓練を受
けにやってきました。私たちは，その若者たちを，小学校レベルの内容を教
えることの出来る教師へと育て上げました。加えて，彼らに，自分たちの生
活の様子を調査し，仲間への聞き取りができるように，初歩のソーシャルワ
ーク技法トレーニングもしました。彼らは東バイパス地区に戻り，こどもた
ちを集め，午前中に授業を教え，午後は一緒に遊ぶ活動を始めました。夜に
は，こどもたちの母親にも，読み書きを教えています。男の子たちは調査を
始めました。これらすべての取り組みの結果，今では，この地区に６つの学
校があり，60人の教師と1200人の生徒がいます。今日のこの講演会場には，
去年ロレト・シエルダー校に筆記帳やペンなどをたくさん寄付してくださっ
た方が何名かいらっしゃいます。あなた方の寄付が，このような学校で，大
きな助けになっています。
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もう一つの事例を紹介します。レンガ工場内の学校です。ここれは，出稼ぎ
労働者として移住して来た家族のこどもたちのためのものです。この子たち
はこれまで，学校に一度も行ったことがありませんでした。３つのNGOと
協力して，26のレンガ工場社長たちから工場の空き地で学校教育を始める許
可を獲得することができました。現在，30人の訓練された教師がおります。
９月までには，1300人の生徒たちが学校に通えるようになっているはずです。
‘自分を愛するようにあなたの隣人を愛しなさい。’というキリスト教の精
神を，私たちはこのように生きようとしています。ここ日本においても，日
本独自の課題と必要があるはずです。そこには，このキリストの示した道を
生きるために，皆さんに与えられた，皆さん独自の方法があるはずです。
桃山学院大学が半世紀の歴史の上に立って次の半世紀の旅を始めるにあた
り，これからもこの大学が，愛を通じて新しい世界を創る決意を持った若者
を，社会に送り続けてくれることを願い，祈っております。
　イエスは言われました。‘あなたがたが，これら兄弟の最も小さなものに
したことは，私にしたことになるのである。’
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EDUCATION FOR A NEW WORLD
S.M.CYRIL
Loreto Day School, Sealdah
122, A.J.C Bose Road
Kolkata - 700 014
on 
The Occasion Of 
The Golden Jubilee Celebration of 
MOMOYAMA  GAKUIN  UNIVERSITY
Introduction
As we look back over the past 150 years, we cannot help but be amazed 
at how the world has changed and not always for the better!
50 years ago the world was poor, just recovering from the devastating 
consequences of one of the most horrific wars ever to afflict human kind. 
Now our new generation of children cannot even imagine a world with no 
computers or black and white TV, a world where one had to wait to have 
a need fulfilled and very often where one had to do without, because the 
supply was short, a world where sharing was imperative if one wanted to 
survive.
Lecture
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Nowadays, on the contrary, almost anything can be supplied by pushing 
the correct button!  This has engendered a certain self indulgence and 
even a certain selfishness in people, to which our education needs to 
address itself.  Children need to have the opportunity to share while in 
school, because outside societies are becoming more and more competitive 
and violent.  Young people are growing up today in the midst of a society 
where life is cheap and death a frequent visitor.
Yet even with the violence and attended fear as background, our children 
are growing up in a world of flux, of rapid change, vibrating to the beat of 
the latest pop stars, titillated by advertising which presents life as a 
perpetual honeymoon - all the women are young, slim, pretty and all the 
men are strong, athletic, successful, - where consumerism is rife and 
permissiveness the order of the day. They are exposed constantly to a 
society where licence is often rationalized to appear as freedom, where 
idealism is often seen as ‘square’ and where liberty of mind has been 
confused with liberty of morals.
And so we are challenged, as never before, to live out the Gospel Values of 
love, sincerity, freedom and justice for all. In this ‘new’ world of 
consumerism and avarice, where the rich get richer and the poor, poorer, 
where competition and greed for power have already led to the 
destruction of vast natural resources, and where children are constantly 
exposed to messages of self indulgence and licence, our Education Centers 
have to be truly places where the “Good News” is lived out, not in percept 
but in practice.
Values are the means by which people steer themselves through life - 
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they are the basis of our decisions and choices because they are born of 
that craving for happiness which lies deep within every human heart.
Whether our values will lead us to true happiness depends upon what our 
interpretation of happiness is.  If we see happiness as material success, 
instant gratification, the best PC or whatever, in town, prestige before the 
neighbours and so on, then the values we live by will be those.  If, on the 
other hand, happiness for us lies in relationships of kindness and human 
dignity, in peace of soul and freedom and loyalty, then obviously those will 
be the values we pursue. As adults, we know only too well which of these 
two sets of values will bring real happiness - but do our children? We 
have only to reflect on the suicide rates among millionaires to realize that 
money and happiness are not the same.
In the old days our parents could pass on their values to us without too 
much external competition.  Now, the family lives in a state of siege. Right 
within our homes, we have powerful purveyors of values - the TV and 
Video, and now, the internet - which are exceedingly difficult to 
counteract - self indulgence, self gratification, the consumerist values of a 
very materialistic society and the many programmes attacking anything 
spiritual are the counter values against which our education has to stand 
firm.
There are so many values from which to choose. Is it that each one can 
choose arbitrarily what she wants and consider her choice as good as any 
other or is there some external criterion on which we base our choice? 
For us Christian educators surely the strongest values are those of Christ.
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When Jesus was asked what we should do to gain eternal happiness He 
replied “You will love the Lord Your God with all your heart and with all 
your mind and your neighbour as yourself.” Later on, St. John takes this 
mandate further - “If you do not love your neighbour whom you see, how 
can you love God whom you do not see?”  This is the bedrock on which 
all happy, peaceful and caring societies have to be built. And it is a 
mandate echoed in the scriptures of all the great religious traditions of 
which we have many here in Asia.  If this value of love were lived out on 
a global level we would have no corruption, no exploitation, no ethnic 
cleansing, no wars, no communal tension, no caste differences, apartheid 
would never have happened ……….
Unfortunately more than ever in our new technological world this value of 
love is being ignored in the mad rush for more and more money, more and 
more power, more and more pleasure. The fact that the world is becoming 
more polarized with those who have, on one side and those who have not 
on the other, both within and between nations, and that these tensions, are 
in many places breaking out in violence and anarchy, can no longer be 
overlooked. How can we, as educators stand firm against this current of a 
consumerist, materialistic, self society which is sweeping our young people 
off their feet. Unless our schools are places where youngsters experience 
this great value of love and its attendant values of sincerity, freedom and 
justice, they will miss out on an essential facet of their education which 
cannot be made up later on.  And this value of love is the exact opposite 
of the self indulgence mentioned earlier. Love is other centeredness.
How does one inculcate the value of other centredness in a multicultural 
pluralistic society, a society which lives in the illusionary assumption that 
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one is loved for what one has : beauty, money, fame, talent, virtue…. 
Which leads to an anxious self questioning “Do I have what is required, 
what is expected?”
And this anxiety leads to violence :
　　-　on myself : in my effort to have what is required or expected
　　-　on others : on order to force them to recognize my “good qualities”
The result for the individual is often stress, depression, breakdown
（consumption of anti-depressants tranquilizers, and sleeping pills ….）and 
for society an ever escalating level of violence expressed in terrorism and 
injustice of all sorts.
And even when one HAS, one’s momentary relief is followed by doubt and 
anxiety.  Do people appreciate me for what I HAVE, DO, or for my own 
sake?
And when one does not HAVE, one is forced to pretend, to wear a mask, 
to “make-up” ……….To “lie”, with the anxiety of being discovered and 
exposed as a ‘phony’, a ‘fake’.  This results in further denials and lies, 
and above all, alienation.
On the other hand real recognition and love are gratuitous, a free gift that 
cannot be gained, earned or received as a reward.
And so such gratuitous recognition and love makes one deeply grateful 
and challenges and enables or motivates a person to love in return.  To 
love in the light and strength of the love relationship is to be freed to live 
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in justice and sincerity.  It gives joy, bliss and security, for our deepest 
desire to be recognized and loved is genuinely and really fulfilled.  Can we 
say that such relationships are a priority in our educational agenda?
In a society where increasingly people do not find time for relationships, it 
is extremely important that our schools provide, what, in many cases, the 
homes no longer do - a place where children can be loved for who they 
are （God's handwork） rather than for what they have or can do, and 
where relationships are so strong that children can afford to be just 
themselves without the pressure or the need to “measure up”.
Ideally “schools should be places where people are believed in, honoured 
and cared for; where the natural talents and creative abilities of persons 
are recognized and celebrated; where individual contributions and 
accomplishments are appreciated; where everyone is treated fairly and 
justly; where sacrifice on behalf of the economically poor, the socially 
deprived, and the educationally disadvantaged is common place; where 
each of us finds the challenge, encouragement and support we need to 
reach our fullest individual potential for excellence; where we help one 
another and work together with enthusiasm and generosity.”
Unfortunately, in many cases, because of the lack of such acceptance and 
support both at home and in school, young people are led more and more 
to find satisfaction in the TV and the internet which provides a make 
believe relationship to substitute for what is lacking at home. In schools 
where the numbers are very large, and the Principal and the teachers 
very busy and becoming increasingly tied up in bureaucracy and tendency 
to hand over difficult situations to ‘professional’ care, the child also may 
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not find the sort of acceptance and above all, patient attention, needed for 
him to grow to his full potential.
Perhaps this is because in running such schools Principals tend to give 
more importance to the tangible aspects of education than to the 
intangibles.
The tangibles are those aspects of the education process which are 
measurable in quantitative terms eg. class work, corrections, tests, lesson 
plans, punctually, order, school infrastructure and most of all, academic 
results, and are consequently easier to monitor and also more demanding 
because of their urgency.
The intangibles, on the other hand, are much less easily assessed as they 
centre around the quality of what goes on in an Institution viz. how people 
relate to each other, what their values are, their level of care for the 
community, the dignity, forgiveness, accorded to one person by another. 
Little of this can really be measured, of course, in quantitative terms, but 
the well being of the school community is surely dependent upon such 
intangibles, which affect the child and her development as a happy, caring, 
competent adult, much more than the academic, information-based aspect 
of education.  In fact, it is attitudes which often determine, more than 
anything else, whether a child, especially a poor one, will survive and 
blossom or drop out, and whether the students will imbibe those values of 
“a man for others” or become instead a “me first” person.
Let us keep in mind that the tangibles are important - what I advocate 
here, however, is that we move beyond the tangibles into that area of our 
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educational ministry which challenged us to be more than just a ‘good 
school’ - the area that Redemptoris Misso sees the Kingdom as 
“transforming human relationships growing gradually as people learn to 
love, forgive and serve one another. Its nature is one of communion among 
all human beings with one another and  with God”.  The Kingdom is the 
concern of everyone. Working for it means “acknowledging and promoting 
God's activity, working for liberation from evil in all its forms”.
However, the Kingdom is not a concept or a doctrine but above all a 
person - Christ who came to bring us the ‘good news’ that God really 
loves the world and each one of us.  “Jesus teaches us by word and 
example that the realization of our fullest human potential is achieved 
ultimately in our union with God, a union that is sought and reached 
through a loving, just and compassionate relationship with our brothers 
and sisters.  Love of God, then, finds true expression in our daily love of 
neighbour, in our compassionate care for the poor and suffering, on our 
deeply human concern for others as God's people.  It is a love that gives 
witness to faith and speaks out through action on behalf of a new world 
community of justice, love and peace.
But how can our Educational Institutions provide this sort of hands on 
experience which young people require if they are to truly become people 
of love.  I would like to share with you what we have done at Loreto 
Sealdah to provide such an experience.  Of course, we live in the city of 
Kolkata, a very far cry from this beautiful city of Osaka.  But here too in 
this wonderful University your students have inherited that Christian 
message “to love their neighbour as themselves”, and so perhaps in my 
sharing some spark may be ignited which will open up possibilities at a 
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different level here in Japan.  
That is why I have the courage to share with you an experiment which 
was born of a certain uneasiness felt at being part of a formal system 
imparting “quality education” to a privileged few, while millions of their 
less fortunate peer groups get virtually nothing at all.
It has involved opening up our school more and more to underprivileged 
youngsters from slum areas and pavements, to produce a healthy mix to 
children from all social, financial and religious backgrounds, resulting in a 
school population of 1400 students - of which 700 are totally free and from 
the nearby slums.
They are supported in their needs e.g. food, uniforms, medicines, money to 
meet the rent when eviction threatens and specialized teaching, to cope 
with classroom work.
These children, in their turn along with those who pay fees are involved 
in reaching out to others even less privileged than themselves through a 
broad spectrum of services, touching as many as possible.
In this way Loreto Sealdah seeks to become a Resource Centre for the 
community, creating in the process dynamic people, with the values of 
giving, sharing and extended love - a vibrant, living instrument for human 
change.
In our effort to see that all our students have the opportunity to live out 
the values of love, sincerity, justice and freedom all are involved in :
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Our Rainbow Programme - where we keep our school gates open all day 
long and welcome into school children who live by their wits on the 
streets, at their convenient times.  These children are taught on a one to 
one basis by the regular students who start teaching from 10 years of age 
in Class V until they finish school. They have two periods a week allotted 
for this on their time table so that throughout the day we have 50 
potential teachers all free and ready to teach whoever comes.  In this way 
children from the streets whom we call Rainbows can progress at their 
own pace and when they are ready for a class at their own level, can be 
slotted into school.
Every week, our students ranging in ages from 10 years old to 17 years 
old fan into villages outside Calcutta where they teach 3500 village 
children, in what we call our Rural Child to Child Programme.
Our teachers run special courses in Activity Based Teaching in a course 
we call Barefoot, designed to turn young people who have not finished 
High School into effective primary teachers in their own villages.  We 
have trained over 4000 such so far, and have now embarked upon training 
trainers who can train teachers in the field.
So at all levels, both students and teachers are busy reaching out beyond 
themselves to people in need and creating an ethos in the school where 
sharing and working together takes precedence over personal ambition 
and high marks.
Not that excellence is not striven for - it is, but the motivation is service 
to others rather than personal advancement.
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To create such an atmosphere we had to :
Ensure that the idea of education for community as distinct from education 
for competition was thoroughly explored by teachers, senior students and 
parents.
The result of this reflection has been to create an atmosphere in the school 
of sharing rather than competing, a ‘we receive to give’ mentality. The 
school has had to see itself in the total perspective of India where millions 
have no access to education at all.  This has led to a determination and 
readiness to share whether is available in expertise, facilities, service, time. 
Our creativity is constantly challenged to find ways and means of 
stretching resources to reach as many as possible.
e.g. our latest operation has come because we realized that there was a 
positive hemorrhage of children coming into the city streets from the 
outskirts of the city where there was nothing for them.  Their mothers 
come into the city to look for work and, fearful of leaving them behind 
with no supervision bring them in with them and leave them on the street 
as they will not be allowed into their workplace.  So they spend their days 
roaming about and getting into mischief, and then often getting lost and 
drifting away from their families.  So we went out to the Eastern Bypass 
and found thousands of families living, perched precariously on the edge of 
the railway embankment with a deep canal on the other side.  So we 
asked them what they wanted and they said “Give us a school” so we 
answered “give us some people to train”.  They gave us six - four girls 
and two boys, passed only half way through secondary.  We trained them 
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up as Primary teachers, adding in a social work module on how to survey, 
interview people etc.  They went back to the Eastern Bypass, collected 
the children, taught them in the morning, played games with them in the 
afternoon and did adult literacy with their mothers in the evening.  The 
boys began surveying and so, as a result of all this activity we now have 
six schools started, 60 teachers trained and 1200 children into school. 
Some of you who are here before me, very generously donated exercise 
books, pencils etc to Loreto Sealdah last year.  It is in these schools that 
your gifts have made such a lot of difference.
This is just one example of how we start a project.  Another one is on 
implementation of schooling in the brickfields, where children come in 
with their families as migrant workers and never get any chance to go to 
school.  We have joined forces with 3 NGO's and found 26 brickfield 
owners ready to allow schools to be started in their yards, so we have 
trained 30 teachers and hope to have 1300 children into school by 
September.
These are ways by which we live out our Christian ethic “to love our 
neighbour as ourselves”.  Here in Japan you will have your own special 
areas, your own special needs, your own special ways of living out this 
mandate of Christ.
As the Momoyam Gaquin University begins its journey into the second 
half of its Century, I hope and pray that it will continue to prepare young 
people and send them out into society with a determination to build a new 
world through love.
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“As long as you did to one of the least of my brothers, you did it to Me.”
